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米国ハイ・イールド社債 

高水準な利回りの効果 

1 

 様々な市場変動を乗り越えて、相対的に高い利回りの債券が良好なパフォーマンス 

    短期的な下落局面も、利回りによる積上げ効果（“クッション効果”）がカバー 

 相対的に利回りが高い債券投資は、長期で見ると相対的に良好なパフォーマンスとなっていることが分かります。 

 市場変動時においては、国債等がより安定的に推移する傾向がありますが、相対的に高い利回りによる積上げ
効果（“クッション効果”）が、短期的な債券価格の下落をカバーし、米国ハイ・イールド社債は堅調に成長してきま
した。 
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 前回の利上げ局面においても、米国ハイ・イールド社債は堅調に推移                   

    相対的に高い利回りが、金利上昇による損失を吸収 

 通常、利上げ局面における債券投資では、金利上昇が損失の要因となりますが、米国ハイ・イールド社債に関
しては、相対的に高い利回り等が貢献し、前回利上げ時においても堅調に推移しました。 

出所：ブルームバーグ、バークレイズ 米国債：バークレイズ・USアグリゲート国債、米国投資適格社債：バークレイズ・USアグリゲート・コーポレート、米国
ハイ・イールド社債：バークレイズ・USハイ・イールド 

上記は経済や市場等の過去のデータであり、将来の動向を示唆あるいは保証するものではありません。指数値は実際の運用による結果ではありません。
指数に直接投資することはできず、実際の投資において上記のような結果が達成できるとは限りません。  

【パフォーマンスの推移】 
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【利上げ局面におけるパフォーマンスの推移】 
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利上げ局面
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10.2% 

(累積33.9%) 
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4.4% 

(累積13.9%) 
3.5% 

米国債 
3.7% 

(累積11.5%) 
1.5% 

*2004年5月末時点 


